
平成 28年度第 4回熊本総合病院地域医療支援協議会 議事概要 

 

 

【日 時】平成 29年 3月 14日（月）18：30～19：30 

【場 所】熊本総合病院 管理部門会議室 

【議 題】１．熊本総合病院からのお知らせ 

２．平成 28年度地域医療支援病院現状報告 

     ３．地域医療計画について 

     ４．八代市郡の地域医療について 

【出席者】山田 忍（八代市健康福祉部長） 

     木脇 弘二（八代保健所長） 

     北岡 博（八代市教育長） 

     保田 周一（八代郡医師会長） 

     西 文明（八代市医師会副会長） 

     大柿 悟（八代市医師会副会長） 

     吉田 光宏（八代郡医師会副会長） 

     峯苫 貴明（八代郡医師会副会長） 

     名和 長承（光徳寺住職） 

     島田 信也（熊本総合病院病院長） 

     岸川 秀樹（熊本総合病院副院長） 

     古賀 一成（熊本総合病院副院長） 

     吉松 眞一（熊本総合病院副院長） 

     小出 俊一（熊本総合病院循環器内科部長）   敬称略 

 

【概 要】 

１．熊本総合病院からのお知らせ 

① 平成 29年度病診連携会開催 

    日程：5月 9日（火）19時～ セレクトロイヤル八代（案内状発送 3月 23日頃） 

  ②高度急性期・急性期医療に十分対応できるよう、平成 30年 4月に看護配置を 7対

１に移行予定ですので、ご理解の程お願いします。 

    看護師を 50名採用予定、奨学生も随時募集しています。 

 

 

 



２．平成 28年度地域医療支援病院現状報告 

   

 

 

 

直近 3か月の平均は、紹介率 85.2％、逆紹介率 82.0％と高率で推移しています。 

  ① 紹介患者の FAXによる外来診療予約制を H29年 4月より開始します。 

    ホームページに詳細を掲載しています。 

  ② 逆紹介の推進 

    病診連携の説明書（ポスター）を掲示し、説明用紙を患者様に手渡しています。 

 

３．地域医療計画について 

  ・平成 27年から検討が始まっている地域医療構想が 3月末までに策定されます。 

   2025年に備え、限られた人材及び資源の中で地域連携をとっていくのが目的です。 

構想には医療介護従事者の養成政策、在宅医療の充実等があります。 

厚労省の塩崎大臣が病床の削減目標を示したものではなく、推計値の一つである

ことを明言されています。 

   ・第 6次熊本県保健医療計画（H25～H29）が終わり、第 7次の策定を致します。 

これまでは 5年計画でしたが、介護保険（3年毎）との会計を合わせていくため、

今後は 6年計画となります。 

  ・地域医療構想の延長上に調整会議が設置される見込みです。各地域でも問題点を

明らかにして地域同士の調整を進めていく会議となります。 

  ・平成 30年度で終わる予定の介護療養病床に、6年の猶予期間ができました。 

療養病床の転換案（介護保険ベースの施設等）が出てきています。 

   

４．八代市郡の地域医療について 

  ・八代市立病院の方向性については平成 29年度辺りに決まる予定です。 

  ・インフルエンザが流行っている時期等に満床の場合があるため、在宅医療の急変

時にすぐに受け入れてくれる病院を作っていただきたい。 

   ・総合病院で安定した患者さんをバックベッドである有床診療所で受け入れるよう

な連携が必要ではないでしょうか。 

   

 

 H27 年度 

平均 

H28 年 

４～9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

H29 年 

1 月 

 

2 月 

紹介率（65％以上） 84.7％ 85.9 87.4 85.1 84.6 87.3 83.8 

逆紹介率（40％以上） 76.3％ 73.6 72.5 76.2 83.9 80.3 81.4 

救急車搬送（件） 206 件／月 260 261 287 302 306 271 



５．委員の方からのご意見・ご要望 

  ・熊本総合病院が 7対 1を予定し看護師を 50名募集していることについて、地域の

看護師の取り合いにならないかという懸念があります。 

   看護師が八代市から流出していることが問題となっていますので、八代市外の看

護師を呼び寄せ、八代市の活性にもつなげていただきたい。 

   八代市外の人材にアピールする活動を行っていただきたい。 

     → ・八代看護学校の学生が八代市内に就職していないのが現状です。 

        熊本総合病院としては、八代市外及び熊本県外の奨学生の募集も随時

行っており、今年度 6名決定しています。 

  ・八代看護学校に地域枠を設けたらどうでしょうか。 

  ・多くの看護師に熊本総合病院へ来ていただき、子育て等の段階で急性期病院を外

れた看護師が地元の病院に根付いてもらえると地域医療も充実するのではないで

しょうか。 

  ・八代市（小・中・高）の教育についても力を入れていただきたい。 

 

－以上－ 


